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いて簡易 ・迅速 ・的確 に診断できるよう、病徴と病原特性の簡潔要点に着 目した病害診断
法を提示 した。
第1章 新病害および日本新産菌による病害の病原同定
花卉 ・野菜に新たに発生 し、生産 ・流通現場等で深刻な問題とな った新病害および日本
新産菌による病害の病原同定を行った。
1)花 卉 の新病 害および 日本 新産 菌による病害
a)Oo〃 θ'o'〃6加 〃60000グ θ5によるオミナエ シの炭疽病
1998年10月 、宮城県一迫 町の露地で鉢植栽培 中の オ ミナエ シに斑点 ・葉枯 ・株枯性の
菌 類病 を認 めた 。 病 原 は分 生 子 果 不完 全 菌綱 ・メ ラ ン コニ ウム 科 のOo11θ'o'rlo〃 〃〃
σ06`oグθ5と同定 し、本病 を新病害 と して炭疽病 と名付 けた(図1)。
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b)Oo〃 θ'o'〃o加 〃r〃50α〃によるネメシアの炭疽病
1999年2月 、香川県豊 中町の温室で鉢植栽培 中のネ メシアに斑点 ・萎 凋 ・株枯 性の菌
類病 を認 めた。病 原 は分生子果不完全菌綱 ・メラ ンコニ ウム科のOo〃 θ'o'〃6勧 〃f〃∬〃〃
と同定 し、本病 を新病害 と して炭疽病 と名付 けた(図2)。
c)5'θ 〃助y〃 〃〃1/ooρ θr51c1に よるカランコエの斑 点病
1996年4月 、香 川県多度津町の温室で鉢植栽培 中のカラ ンコエ に斑点 ・葉枯性 の菌類
病 を認めた。病原 は不完全糸状菌綱 ・デマチ ウム科の5'θ 〃ρ〃ノ11〃〃1ycoρ θr5101と 同定 し、
本病を新病害 として斑点病 と名付 けた(図3)。
d)〃'θr〃8r!ヨ'躍 θ〃oヨによるマ リー ゴール ドの斑点病
1998年10月 、 宮城県一迫 町の露地 花壇 で栽培 中の マ リー ゴール ドに斑点 ・葉枯 性の菌
類病 を認 めた。病原は不完全糸状 菌綱 ・デマチ ウム科の 〃'θr〃∂rノ∂!28θ 〃侃 と同定 した。
本病 は既 に海外で は病 名"leafspot"と して記録が あるが 、我が 国で は病原 菌 の分布 も確
認 されて いない病 害であ った。 よって 、本病 は 日本 新産菌 による病 害 と して和名 を斑点 病
と名付 けた(図4)。
e)ρ 〃γ'o助f〃or∂`ヨρ51`1に よるチ ェ リーペパーの疫病
1998年10月 、香 川県善通寺市の露地で鉢植栽培 中のチ ェ リーペパ ーに萎凋 ・立枯性の
菌類病 を認めた。病原 は卵 菌綱 ・フハイカ ビ科の雌雄異株性 ρ妙'oρ屠加 紹oヨ ρ510ノ と同
定 し、本病 を新病害 と して疫病 と名付けた(図5)。
f)ρ ノ'〃〃〃〃γ〃o酬 〃〃によ るベルゲ ランツスの腐敗病
1999年8月 、香川県善通寺市の温室で鉢植栽培 中のベルゲ ランツスに腐敗 性の菌類病
を認 めた。病 原は卵菌綱 ・フハイ カ ビ科の雌雄 同株性 ρノ'〃!〃 〃アr!o'ア1μ〃 と同定 し・本
病 を新病害 として腐 敗病 と名付 けた(図6)。
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2)野 菜の新病害
a)π 〃5/606`〃〃∂θ5`〃〃 お よび 勘o〃oρ515ρ〃o〃oノグθ5による ピーマ ンの果 実腐 敗病
1999年9月 、香川県善通寺市の ビニルハ ウスで収穫 された ピーマ ン(果 菜)の 完熟果
実 に腐 敗 性 の 菌 類 病 を認 め た 。病 原 は分 生 子 果 不 完 全 菌綱 ・ス フ ァユ:リ オ イ ド科 の
戸〃51`0σ0〃 ∂θ∬〃〃 および 勘0〃0ρ5/5ρ 〃0〃0〃θ5と 同定 し、各菌種 による病 害をいずれ
も新病害 と して果 実腐敗病 と名付けた(図7)。
b)F〃5ヨr1〃 〃1ヨ'θr〃1〃〃による ピーマ ンの実腐病
2001年5月 、香 川県善通寺 市の ビニルハ ウスで収穫 された ピーマ ンの未熟果実 に腐敗
性 の菌類病を認めた。病原 は不完全糸状菌綱 ・ツベル クラ リア科の 戸〃詔r1〃〃1訂 θr1〃〃〃
と同定 し、本病を新病害 と して実腐病 と名付 けた(図8)。
C)〃 ∂`roρ〃0〃ノ〃∂ρ〃35θ0/1〃∂によるヤ ー:コンとオカの炭腐病
1995年 および1996年 の7～9月 、香 川県善通寺市 の露地で栽培 中のヤー コン(根 菜)
お よびオ カ(根 菜)に 茎 枯 ・倒伏 ・株枯 性の菌類病 を認 めた。病 原 は分 生子果 不完全 菌
綱 ・スフ ァエ リオイ ド科 の 〃ヨoroρ〃o〃1〃ヨ助ヨ5θo〃〃∂と同定 し、いずれ も新病害 として炭
腐病 と名付 けた(図9)。
d)肋1zoo'o〃 ノ∂501ヨ〃1に よるヤ ーコンの立枯病
1996年 および1999年 の8～9月 、愛媛 県久万町の露地で栽培 中の ヤーコンに茎枯 ・立
枯 ・株枯 性の菌類病 を認め た。病原 は不完全糸状菌綱 ・無胞子不完全菌科の 肋1zoc'o〃1召
501ヨ〃1と 同定 し、本病を新病害 と して立枯病 と名付 けた(図10)。
e)ρ ノ砺 〃〃勿 加〃1グθr〃爵〃〃によるオユ コの腰 折病
1999年9月 、香川県善通寺 市の露地で栽培 中のオユ コ(根 菜)に 茎枯 ・倒伏 ・株枯性
の菌類病 を認 めた。病 原 は卵菌綱 ・フハ イカ ビ科 の雌雄同株性 ρア'〃1〃 ∂ρ始〃!ゴθr〃訂〃〃
と同定 し、本病 を新 病害 と して腰折病 と名付 けた(図1D。
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第2章 新病害および日本新産菌による病害の診断法
病原を同定 した新病害および日本新産菌による病害が生産 ・流通現場等において簡易 ・
迅速 ・的確に診断できるよう、病徴 と病原特性の要点を既知病害 とも照らして簡潔 に整理
し、これに着 目して診断する方法を策定 した。
1)花 卉の新病害 および 日本新産菌 による病害
a)オ ミナエ シおよびネ メシアの炭疽病
60〃 θ'o'r1`加 〃`o``04θ5に よ るオ ミナエ シ炭疽 病 は次 の:ポイ ン トで診 断 す る。 ①斑
点 ・葉枯 ・株枯 性症状 を呈す る、② 剛毛 を有 する菌核が病 斑 に多数表生 する(図12)。
本 植 物 の 菌 類 病 に は 他 に ρ〃``ノ〃ノヨ 〃θ〃θro`∂1〃ゴ15に よ る さ び 病 と シθf〃o〃 〃〃〃
グ∂〃118θによる半身萎凋病が知 られ ているが 、 これ らの病害で は罹病 部 に② が認め られな
い。 よって 、本植物 に① が発生すれ ば、微生物病害 、特 に既知の菌類病 を疑 い、次 いで②
が認め られれ ば炭疽病 と判断す る。Oo11θ'o'rlo〃 〃〃r〃5ω 〃 によ るネ メシア炭疽病 は次の
ポイ ン トで診断す る。①斑 点 ・萎凋 ・株枯 性症状 を呈 する、② 剛毛 とやや湾 曲する無色紡
錘形単細 胞分生子 を生 じる分生子層が病斑 に表生す る、③分 離菌株が厚膜胞子 を多数 形成
する(図12)。 本 植物 には他 に立証 された病害 はな いが 、 これ らのポイ ン トの確認 を も
って本病 と判断す る。
b)カ ラ ンコエおよびマ リー ゴール ドの斑点病
5'θ〃助 ノ〃〃〃 ノァ`oρθr5ノ`1に よ るカ ラ ンコエ 斑点病 は次の ポ イ ン トで診 断す る。① 斑
点 ・葉枯性症状 を呈する、②/b比 が3以 上 の褐色 石垣状 多細 胞分生子が病斑 に表生す る
(図13)。 〃'θr〃∂r188ヨ8θ 〃`aに よるマ リー ゴール ド斑 点病 は次の ポイ ン トで診 断す る。
①斑点 ・葉枯性症状 を呈す る、②1本 の くちば し状突起 を有する倒棍棒形 ・表面 小 じわ状
の 褐 色 多 細 胞 分 生 子 が 病 斑 に表 生 す る(図13)。 カ ラ ン コエ の 菌 類 病 に は 他 に
5'θ〃助ア〃〃〃 加 〃`〃 ある いは`θroo5ρor∂sp.に よる斑 点性病害 、βo'ry'1501〃 θrθ∂ に
よる灰色かび病、εrγ51ρ々θρ01y80〃1に よる うどん こ病、 ρ〃ア'o助'〃o〆8sp.に よ る疫病な
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ら び に ρ〃`61〃1∂ 加 脈 θ1に よ る さ び 病 が 知 ら れ 、 マ リ ー ゴ ー ル ドの 菌 類 病 に は
〃'θr〃∂〃 ∂zノ〃〃 ∂θ あ る い は5θ ρ'o〃 ヨ'∂8θ〃`oノ ∂ によ る 斑 点 ・葉 枯 性 病 害 、βo～rア〃5
σ1〃θrθヨ に よ る 灰 色 か び 病 、 β々 'zoc'o〃 緬50!3〃'に よ る株 腐 病 な ら び に グθr〃`〃 〃〃〃
グヨ〃〃8θ に よ る萎 凋 性 病 害 が 知 られ て いる 。 しか し、 これ らの病 害 で は 罹 病 部 に② が 認 め
られ な い。 よ って 、各 植 物 に① が 発 生 す れ ば 、 微生 物 病 害 、特 に既 知 の 菌 類 病 を 疑 い、 次
いで② が 認 め られ れ ば 斑 点 病 と判 断 す る。
c)チ ェ リーペパーの疫病 およびベルゲ ランツスの腐敗病
ρ〃舛o助'〃o僧o∂ ρ51`ノ に よるチ ェ リー ペパ ー疫病 は 次の ポ イ ン トで 診 断す る。 ①萎
凋 ・立枯性症状 を呈する、② 分離菌株が綿毛状の菌叢 に 「遊走子の う柄 を付 けて脱落す る
遊走子の う」 を形成 する(図14)。 ρア砺 〃〃〃アrlo'ア!〃〃 によるベルゲ ランツス腐敗病 は
次のポイ ン トで診 断す る。①腐敗性症状を呈する、② 分離菌株 が綿 毛状の菌叢 に 「1個 の
蔵卵器あた り1～m個 の蔵精器が接合 して形成 され る未充満性 の卵胞子 」を形成 する、③
分離菌株が400C下 で も生育する(図14)。 両植物 には他 に立証 され た病 害はな いが、 こ
れ らのポイ ン トの確認 を もって、それぞれ疫病 および腐敗病 と判断 する。
2)野 菜の新病害
a)ピ ーマ ンの果 実腐敗病 および実腐病
戸〃5100`o〃〃 ∂θ5`〃々 による ピーマ ン果実腐 敗病 は次のポ イ ン トで診 断する。① 果実腐
敗性症状 を呈 する、②長 さ15岬 以上の紡錘形無色単細胞 分生子 を内生す る分生子殻 が
病斑 に表生 する(図15)。 ρ〃o〃oρ515ρ〃o〃o〃θ5による ピーマン果 実腐敗病 は次のポイ ン
トで診断す る。① 果実腐 敗性症状を呈 する、②楕 円～紡錘形 と鞭～釣針形の2種 類の無色
単細胞分生子 を内生す る分 生子殻が病斑 に表生する(図15)。 戸〃詔rノ〃〃/訂 θr〃ノ〃〃によ
る ピーマ ン実腐病 は次の ポイ ン トで診断す る。① 果実腐敗性症 状を呈する、②分離菌株が
黄褐色の菌叢 に脚胞のあ る鎌形の無色4～6細 胞分生子を形成 する(図15)。 ピーマ ンの
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菌類病 には他 にも果実腐敗性 、葉斑点性 、葉枯 性、根腐性、茎腐性 、立枯性 あるいは萎凋
性 を示す24種 の病原菌が知 られて いる。 しか し、 これ らの病原菌 による病 害では罹病部
に② が認 め られな い。よ って 、本植物 に①が発生 すれば、微生物病害 、特 に既知の菌類病
を疑 い、次 いで② が認 め られ れ ば、それ ぞれ 戸〃51ω`o〃〃 ∂θ50〃〃 によ る果 実腐敗病 、
ρ〃o〃oρ5!5ρ加〃o耐θ5に よ る果実腐敗病、戸〃5ヨ〃〃〃1ヨ'θ〃 〃〃〃 による実腐病 と判断す る。
b)ヤ ー コンの炭腐病 および立枯 病
〃ヨ`ro助o〃1〃∂ρ〃25θo〃〃冴 によるヤ ー:コン炭腐病 は次 のポイ ン トで診断 する。 ①茎枯 ・
株枯 性症状 を呈す る、②黒 色亜 球形の小型菌核が罹病茎の 中空内皮下 に埋生 する、③分離
菌株 が350C・2日 間培養 で 直径70cm以 上の菌 叢 を形 成 す る(図16)。 肋 ノzo6'o〃1ヨ
501ヨ〃1に よるヤ ー コン立枯病 は次のポ イ ン トで診 断する。① 茎枯 ・株枯性症 状 を呈 す る、
② ドリポア隔壁 を有 し、 クラ ンプコネクシ ョンの無 い褐色 多核菌 糸が罹病茎 中空 に密生す
る(図16)。 ヤー:コンの菌類病 には他 に501θro〃 〃〃ro〃5〃 による 白絹病 と βofrノ〃5
`!〃θrθ8による灰色 かび病が知 られて いるが、 これ らの病 害では罹病 部に② な い し③が認
め られな い。 よ って 、本植物 に① が発生すれ ば、微 生物病 害、特 に既知 の菌類病 を疑 い、
次 いで②な い し③が認 め られれば、それぞれ炭腐病 および立枯 病 と判断 する。
c)オ カの炭腐病お よびオユ コの腰折病
〃∂croρ加〃1〃ヨρ〃∂5θ0〃〃ヨによるオカ炭腐病 は次のポ イン トで診 断する。①茎枯 ・株枯
性症 状 を呈す る、②黒 色亜 球形 の小型 菌核 が罹 病茎 の外皮 下 に埋 生す る、③ 分離 菌株が
350C・2日 間培養で直 径70cm以 上の菌叢 を形成す る(図17)。 砂'〃 〃〃ヨρ加 〃"θr〃∂'〃
によるオユ コ腰折病 は次のポ イン トで診断す る。①茎枯 ・倒伏 ・株枯性症状 を呈する、②
分離菌株が綿毛状 の菌 叢 に 「1個 の蔵卵器 あた り1個 の蔵精 器が接合 して形成 される未充
満性の卵胞子」 を形成 する、③ その蔵卵器柄 は蔵精器 に向か って屈 曲せずほ ぼ直線状 であ
る(図17)。 両植 物 には他 に立証 され た病 害 はな いが、 これ らのポ イ ン トの確 認 をも っ
て、それぞれ炭腐病 および腰 折病 と判断する。
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まとめ





に整理 し、これ に着目して診断する方法を提示 した。 この方法は、既知病害について病徴
変化のパターンと特徴な らびに病原菌の詳細な形態 ・培養特性などの性状を熟知していな
くても混乱なくスムーズに正しい診断を導く。品目ごとに、細菌病やウイルス病 も含めた





我が国における花卉 ・野菜の生産は、農業上、以前にも増 して重要度が増 している。ま
た、生産される花卉 ・野菜は多彩で、それ らに病害を引き起こす菌類も多様であることか





























病 原 α)〃θ加 〃10ん㎜ooooo{7b5の 形 態 特 性
B.茎 病 斑 上 の 菌 核(bar:400μm)
C.葉 病 斑 か ら分 離 した 剛 毛 を 有 す る 分 生 子 層(bar:50助)
D.葉 病 斑 か ら分 離 した 分 生子(bar:10岬)









病 原Oo〃 θ功 〃!oカ㎜ ん5α珈 の 形 態 特 性
B.葉 病斑 に 表 生 した 分 生子 粘 塊
C.拡 大 した 葉 病 斑 上 の 分 生 子 層(bar:10即)
D,PDA・25℃ ・近 紫 外 線 下 ・1週 間 培 養 に よ り形 成 され た 分 生 子(bar:10岬)
E.PDA・250C・ 近 紫 外 線 下 ・2週 間 培 養 に よ り形 成 され た 厚 膜 胞 子(bar10μ の












図3.カ ラ ン コ エ斑 点病 の病 徴 お よ び 病 原
A.原 病 徴
B～D.病 原5オ 卿 〃y!ん切1γooρθ戸5101の 形 態 特 性
B.葉 病 斑 か ら分 離 した 分 生子 柄 お よ び 未 熟 分 生 子(矢 印 は 分 生 子 柄 の 貫 生 部 位,bar:10μm)
C.葉 病 斑 か ら分 離 した 成 熟分 生子(bar:10μ 冊)
D.葉 病 斑 か ら分 離 した成 熟 分 生子 の細 疵 状 表 面(bar:5μm)




























原 病徴(フ レ ンチ マ リー ゴー ル ドで の病 徴)
B～E,病 原,4〃 θ鯨ヨr1ヨ 詔8θ〃o∂の 形 態 特性
B.葉 病 斑 上 の 分 生 子 柄 およ び 分生 子
F
C.PDA・25℃ ・近 紫外 線 下 ・2週 間 培養 に よ り形 成 され た 分 生 子 柄 と未 熟 分 生 子(bar:20μm)
D.葉 病 斑 か ら分 離 した 成 熟 分 生子(bar:40μm)
E.葉 病 斑 か ら分 離 した 成 熟 分 生子 の 細 疵 状 表 面(bar:10μm>

























病 原 伽 γ如ρカ∠カ0〆θoaρ5!0!の 形 態特 性
B.PDA・23-28℃ ・自然 散 光 下 ・6日 間培 養 で形 成 され た 菌 叢(上 段:菌 株CP3,下 段:菌 株CP4)
G.遊 走 子 の う柄 と そ の先 端 に 単 生 した 遊走 子 の う(bar;20μm)
D.遊 走 子 の うの 連 鎖(bar:20μm)
E.遊 走 子 の う柄 を付 けて 菌 糸 か ら脱 落 した遊 走 子 の う(bar二20μm)








































病 原 砂 訪1ω万〃rloオ γん〃7の形 態特 性
B.PCA・250C・ 暗 黒 下 ・3日 間培 養 に よ り形 成 され た 菌 叢(上 段:表 面,下 段:裏 面)
C.蔵 精 器 が 接 合 した蔵 卵 器 とそ の 内 部 に 形 成 され た未 充 満 性 の 卵 胞 子(bar:20μm)
D,球 の うの 遊 走 子 放 出(矢 印:遊 走 子,bar:20μ 蹟)










図1ピ扁雛果讃 瘤 魏 朧9翻 およ働 。麟 、伽 幡 の混合感染)
BんE.病 原!τ ∂θ30〃"お よ び ρ ρカo%!詫5の 形 態 特 性
B.1こ θθ50〃〃 の 分 生 子 殻 お よ び分 生 子 粘 塊(矢 印:分 生 子 粘 塊.bar:400μm)
1:品A艦繋 旛灘 響 罐鐵鵜鑑離 浴講 縮 星401、1盤
E.同 上条件の培養で形成された ρ 助砺01由5の 分生子(矢 印:B分 生子.bar:
病原菌菌株の簾 によ(り再現された病徴(接 種8日 後)左から対照





図8.ピ ー マ ン実 腐 病 の 原 病徴 お よび 病 原
A,原 病 徴





B.PDA・23-28。C・ 自然 散 光 下 ・5日 間 培養 で形 成 さ れ た 菌 叢(上 段:表 面,下 段:
C.SNA・25。C・ 暗 黒 下 ・4日 間 培 養 で 形 成 され た 分 生 子 柄 お よ び未 熟 分 生子(bar:
D,SNA・25℃ ・暗 黒 下 ・1週 間 培 養 で 形 成 され た 成 熟 分 生 子(CottonBlue染 色.




図9.ヤ ー コ ン お よ びオ カの 炭腐 病 の 病徴 お よ び病 原
A,B.原 病 徴(A:ヤ ー コ ン,B:オ カ)
C～F.病 原 陥o〆oρ〃o〃1〃∂ 助 ∂5θo〃〃∂の形 態 特 性
1:甥 窪露熱 霰 鵬離 羅騒妻騰 生微 ・・
E.分 生 子 殻 内の 分 生 子 柄 お よ び未 熟 分 生子(bar:10μm)










"ぜ{ρ ゐ げド し ヤ 　 　 　













図10.ヤ ー コ ン立 枯 病 の 病 徴 お よ び 病 原
A原 病 徴
B～E病 原 肋 ノzoo加〃'∂501θ 〃1の 形 態 特 性
B菌 糸 の 分 枝(矢 印.ド リポ ア隔 壁,bar10μm)
C菌 糸 細 胞 中 の 核(ギ ムザ 染 色 、 矢 印 核)
D.PDA・250C・ 暗 黒 下 ・10日 間 培 養 に よ り形 成 され た 菌 叢(上 段 表 面,下 段 裏 面)
E分 離 菌 株YR2と 菌 糸融 合群AG1・ 培 養 型IBの 標 準 菌 株C-527と の菌 糸融 合(矢 印 。融 合 部)










































































B～D病 原 〃訪1傭 ρ々カa〃ノ詫κ〃露寵㎜ の形態特性
BHSA・25DC・ 暗黒下 ・3日間培養により形成された菌叢(上 段 表面,下 段 裏面)
C蔵 精器が接合 した蔵卵器とその内部に形成された未充満性の卵胞子(bar20即)
D球 のうの遊走子放出(矢 印 遊走子.bar20μm)
E病 原菌菌株の接種により再現された病徴(接 種4日 後 左 対照)
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オ ミナ エ シ 炭 疽 病
(byOo〃 ヒ虻oか7bんμ777σooθoob5)
【診 断 の ポ イ ン ト】
旦 微生物縮 の疑いあり
一 さび胞子が病斑に表生






ネ メシ ァ 炭 疽 病
(byOo〃bホo〃ゴヒ3ノ死〃77ylレ50己〃η)





図12.オ ミナ エシおよびネ メシアの炭疽病
の診断 ポイン ト
3
カ ラ ン コ エ 斑 点 病
(by5fθ 方η7んγ〃ヒ」〃7〃δqρθ澗必力




マ リー ゴ ー ル ド斑 点 病
(byメレ旨8〃78ノ属8加8θf必8)
【診 断 の ポ イ ン.ト 】
1徴 生物病糠 いあり
図13.カ ラ ンコエおよびマ リー ゴール ドの斑点病の診断ポ イン ト
◎
図14.チ ェリー ペパー疫病 およびベルゲ ラ
ンツス腐敗病 の診断 ポイン ト
ベ ル ゲ ランツス腐 敗 病
(by肋 属レ7η〃那7b肋 〃7)
【診 断 の ポ イ ン ト】
旦 微生物縮 の疑いあり
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ピ ー マ ン 果 実 腐 敗 病
(by戸 孜8`coccμ辮 αε3cμ〃)
(byPhomopsisphomoides)
ピ ー マ ン 実 腐 病
(byFusariumlateritium)











ヤ ー コ ン 炭 腐 病
(byル ゴと7αりρゐo〃～加oρんα3θ01〃κ7)
ヤ ー コ ン 立 枯 病
(byRhizoctoniasolani)




・…(そ の他 の既 知病 害とも識 別できる)
{i図16.ヤ ー コンの炭腐病および
立枯病の診断 ポイ ン ト
オ 力 炭 腐 病
(by〃 βσroρんoπ蹄}8ρ ん∂5θo'肋∂)

















オ ユ コ 腰 折 病
(by例 物 ノη∂ρん∂〃〆∂bm∂伽 η!






図17.オ カ炭腐病およびオユ コ腰折病の診断 ポイ ン ト
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論 文 審 査 結 果 要 旨
近年,我 が国で は農産物 に対す る消費者ニー ズの多様 化 と農業活性化施 策 によ り,農 作物の 品 目の
増加は も とよ り,栽 培 の地域 ・規模 ・時期 ・様式お よび流 通販売形態 が急 激に多様化 している。そ の
傾向が強い花卉 ・野菜 では,菌 類 病 を中心 とした被 害の増加 が著 しい。本研 究は,花 卉 ・野菜 に新 た
に発生 し,生 産 ・流通現場等 で深刻 な問題 となったい くつか の被害 が菌類 病で あるこ とを解 明 し,そ
れ らの病 害が生産 ・流 通現場等 で簡 易 ・迅速 ・的確 に診断で きる病害診断法 を提示 したもので ある。
花卉のオ ミナエ シ,ネ メシア,カ ランコエ,マ リー ゴール ド,チ ェ リーペパーお よびベル ゲラ ンツ
ス,な らび に野菜 の ピー マ ン,ヤ ー コン,オ カお よびオユ コに発生 した生育障害や 品質低 下が菌類病
で あるこ とが判 明 した。オ ミナエ シ,ネ メシア,カ ランコエ,チ ェ リーペパー,ベ ル ゲラ ンツス,オ
カお よび オユ コの病 害の病原 はそれぞれCo〃 θ∫o'rfc加解cocco4e∫,Co〃 ε∫o,rfc加配か3c屍η3,∫,ε〃励y伽 η1
1ycOρεr∫ld,P乃yroρ励oroOα ρ∫ld,P∬ 伽 〃2〃2}'r∫0'y伽配,MαcrOPん0〃 珈 αP肋 ∫60Zfηα お よびPy∫h加 η
卿加η漉 ηηo珈 と同定 し,い ずれ も新病 害 として,オ ミナ エシ炭疽 病,ネ メシア炭疽病,カ ランコエ
斑点病,チ ェ リーペパー疫病,ベ ルゲ ランツス腐敗病,オ カ炭腐病お よび オユコ腰折病 と名付 けた。 ピー
マ ンの3病 害 の病原 はそれぞれFμ ∫'coocμ加αε∫cμ～f,P加〃loρ諮 助o醒o娩 ∫お よび凡 ∫αrゴ脚1α∫8r∫'L〃η,ヤー
コンの2病 害の病原 はそれ ぞれ 〃.phα∫εo伽αお よびR敏oc∫oη ∫α∫o∫αηごと同定 「し,こ れ らも新病害 として,
ピーマ ンの前者2病 害 は果 実腐 敗病,後 者1病 害は実腐病,ヤ ー コンの2病 害はそれぞれ炭腐病 お よ
び立枯病 と名付 けた。 また,マ リーゴール ドの病害 の病原 は 肋 ε阻orε硯 α8α∫cαと同定 し,日 本 新産菌
による病害 として斑点病 と名付 けた。
解明 した各病害 が生産 ・流通現場等 で簡易 ・迅 速 ・的確 に診 断で きるよ う,既 知病害 の情報 とも照
らして簡潔 に整 理 した病徴 と病 原特性 の要点 に着 目して診断す る方法 を策定 した。例 えばC.cocco4θ5
によるオ ミナエシ炭疽 病の診断 ポイ ン トは,① 斑点 ・葉枯 ・株枯性 症状 を呈す る,② 剛毛 を有す る菌
核が病斑 に多数表生す る,の2点 で ある。本植 物に①が発生すれ ば,微 生物病害 を疑い,次 い で② が
認め られれば炭疽病 と判 断す る。症状 につ いては① の程度 に簡潔 に留 め,そ の分,病 原 の特徴 に着 目
した端的 な診断指標 を補 った形の診断方式 であ る。 これ まで,生 産 ・流 通現場等 では主 に外観 症状 だ
けに頼 る診断方法が とられ ていたが,そ のた めには症状の詳細 を熟知 してお く必要が あった。 しか し,
本研究で策定 した方法 であれ ばその必要 がな く,診 断者 が見 た ことがない病害であって も,混 乱 な く
スムーズ に正 しい診 断が導かれ るこ とが示 され た。また,品 目ご とに,各 病害 について こ うい った診
断のポイ ン トを蓄積 ・整理 してお くこ とで,そ れ らの再発 はも とよ り,新 病害等 の検知 ・監視 が円滑
とな って既存 の正 しい防除法を迅速かつ効率 的に適用で きる よ うにな るほか,そ の円滑化に よ り,予
防,予 察,低 農薬施用 な どの よ り効果的で安全 な防除対策 開発 のための発 生状況や 防除歴 とい った知
見 も集 積 されやす くな ることが示 された。
以上の よ うに,本 研究 は,当 該花卉 ・野菜 にお ける懸案の病害 の病原 を全 て解 明 したほか,農 作物
の生産 ・流通現場等 にお いて有 効な病 害診断法 を提 示 した。 これは学術的 な意義 が大 きい ことは もと
よ り,作 物保護の観点 か ら今後 の農業現場 に有用 な知 見 を提供 した点 でも高 く評価 でき る。 よって,
審査員一同は,本 論 文は博 士(農 学)の 学位 を授 与す るに値す るもの と判断 した。
一43一
